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【 は じ め に 】 豚 抗 酸 菌 症 は 、 と 畜 検 査 に お い て 摘 発 さ

れ 内 臓 全 廃 棄 等 の 経 済 的 損 失 の 原 因 と な り 、 公 衆 衛 生

上 で の 問 題 も 懸 念 さ れ る 。 と 畜 検 査 デ ー タ か ら 本 症 の

内 臓 廃 棄 率 が 高 い 管 内 養 豚 場 (母 豚 8 0頭 規 模 一 貫 ）の 対

策 を 実 施 す る た め 、E L I S A抗 体 検 査 の 利 用 に つ い て 検 討1 0  

し た 。 【 材 料 お よ び 方 法 】 ヨ ー ネ 病 診 断 用 の

M y c o b a c t e r i u m  a v i u m 亜 種 精 製 抗 原 固 相 化 プ レ ー ト と

酵 素 標 識 抗 豚 I g G抗 体 を 用 い て E L I S A法 を 実 施 し た 。 ①

豚 7 0頭 の 血 清 O D値 の 分 布 状 況 等 を 調 査 し た 。 ② 母 豚 2 8

頭 の 鳥 型 ツ ベ ル ク リ ン 検 査 （ T b検 査 ） と O D値 等 に つ い1 5  

て 比 較 し た 。 【 結 果 】 ① 豚 血 清 7 0 検 体 の O D値 （ 平 均 ±

S . D） は 0 . 2 0± 0 . 1 0（ 範 囲 ： 0 . 0 4～ 0 . 5 2 、 中 央 値 0 . 1 7）

で あ っ た 。O D値 0 . 3以 上 の 高 値 を 示 し た 豚 は 、3 0か 月 齢

以 上 の も の が 多 か っ た 。 ② T b検 査 を 実 施 し た 母 豚 2 8頭

の 陽 性 率 は 7 8 . 6 %（ 2 2 / 2 8） で 、 O D 値 は 0 . 1 6± 0 . 0 8 （ 範2 0  

囲 ： 0 . 0 7～ 0 . 3 7、 中 央 値 0 . 1 4） で あ っ た 。 T b検 査 結 果

と O D値 に 相 関 は 認 め な か っ た が 、 高 O D値 を 示 し た 豚 は

T b検 査 陽 性 で あ っ た 。 T b検 査 結 果 及 び O D値 と 比 較 す る

た め 、 糞 便 細 菌 検 査 を 実 施 中 。【 考 察 】 E L I S A抗 体 検 査

は 、 豚 へ の 負 担 が 少 な く 、 検 査 手 技 も 簡 易 で 有 用 で あ2 5  

る が 、本 試 験 で は T b検 査 結 果 と の 相 関 を 認 め な か っ た 。

し か し 、 若 齢 や T b検 査 陰 性 の 豚 で も 高 O D値 が 確 認 さ れ

て お り 、 更 に 例 数 を 重 ね 細 菌 検 査 結 果 や と 畜 デ ー タ 等

と あ わ せ て 分 析 す る と と も に 、E L I S A法 の 条 件 等 も 精 査

し 、 本 検 査 の 利 用 に つ い て 検 討 を 継 続 し て い く 。  3 0  


